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2履 歴 業 績
2018年 2 月 5 日　鈴木 晶
（1）著書（単著）
書 名 出版社 発行年
（ 1 ）グリム童話／メルヘンの深層 単著 講談社現代新書 1991
（ 2 ）フロイト以後 単著 講談社現代新書 1992
（ 3 ）踊る世紀 単著 新書館 1994
（ 4 ）図説フロイト／精神の考古学者 単著 河出書房新社 1998
（ 5 ）ニジンスキー／神の道化 単著 新書館 1998
（ 6 ）フロイトからユングへ 単著 NHK ライブラリー 1999
（ 7 ）バレエの魔力 単著 講談社現代新書 2000
（ 8 ）『精神分析入門』を読む 単著 NHK ライブラリー 2000
（ 9 ）バレエ誕生 単著 新書館 2002
（10）バレエへの招待 単著 筑摩書房 2002
（11）フロイトの精神分析 単著 ナツメ社 2004
（12）バレリーナの肖像 単著 新書館 2008
（13）オペラ座の迷宮／パリ・オペラ座バレエの 350 年 単著 新書館 2013
（14）フロム／愛するということ 単著 NHK 出版 2014
（2）著書（編著・共著）
書 名 出版社 発行年
（ 1 ）舞踊と身体表現 日本学術協力財団 2005
（ 2 ）舞台芸術への招待 放送大学教育振興会 2011
（ 3 ）バレエとダンスの歴史／欧米劇場舞踊史 平凡社 2012
（ 4 ）舞台芸術の魅力 放送大学教育振興会 2017
（3）学術論文（すべて単著）
論文タイトル 掲載誌 掲載年
（ 1 ） 機械と舞踊／ロシア・アヴァンギャ
ルドと舞踊
ユリイカ（青土社） 1983年 1 月号
（ 2 ） 精神分析と文化記号論 RUSSISTIKA（東京大学文
学部露文研究室年報）第 3 号
1983年 2 月
（ 3 ） 思索するニジンスキー／「手記」と
トルストイ主義
ユリイカ（青土社） 1983年11月号
（ 4 ） カーニヴァルとディコンストラクショ
ン／英米批評におけるバフチーン
現代思想（青土社） 1985年 8 月号
（ 5 ） テニスをする牧神／ドビュッシーと
ニジンスキー
ユリイカ（青土社） 1986年 4 月号
3論文タイトル 掲載誌 掲載年
（ 6 ） 愛と憎しみのアンビヴァレンツ／『ロ
ミオとジュリエット』をめぐって
法政大学教養部紀要第57号 1986年 4 月
（ 7 ） 赤ずきん症候群／おとぎ話のイデオ
ロギー
ユリイカ（青土社） 1986年 7 月号
（ 8 ） ヴォータンの復活／ユングと政治 現代思想（青土社） 1986年 8 月号






現代思想（青土社） 1987年 6 月号
（12） 作者と主人公 季刊思潮（思潮社）第 2 号 1988年 4 月
（13） 性イメージのすれ違い イマーゴ（青土社）創刊号 1990年 1 月
（14） 搾取される子供たちの性 イマーゴ（青土社） 1990年 2 月号
（15） Problematique bakhtinienne 現代思想（青土社） 1990年 2 月号
（16） 標準版フロイト全集をめぐって イマーゴ（青土社） 1990年 5 月、
8 月号
（17） 海外文学／その愛の表現をめぐって 國文学（學燈社） 1991年 1 月号
（18） 賢治・アンデルセン・キャロル 國文学（學燈社） 1991年 9 月号

















（24） コレオグラファーの系譜 新国立劇場公演プログラム 2010年 6 月〜
2011年 4 月
（25） L’ancêstre dont procèdent tous les dits パリ・オペラ座プログラム 2010年 6 月
（26） オペラ座の怪人 ダンスマガジン（新書館） 2011年 2 月号、
3 月号、 4 月号
（27） 曲芸としてのバレエ みすず（みすず書房）627号 2014年 6 月号
（28） ハイキックとタップ みすず（みすず書房）632号 2014年11月号
（29） フイエ『舞踊記譜法』（1700）をめぐって 早稲田大学演劇博物館図録 2015年12月
（4）学会発表
題 目 発表学会 発表年
（ 1 ） メルヘンにおける性の問題 日本児童文学会大会（愛知大学） 1991年10月11日
（ 2 ） ニジンスキーの「手記」に
ついて
日本ロシア文学会（北海道大学） 1995年11月10日
4題 目 発表学会 発表年
（ 3 ） Nijinsky’s Body： The De-
















書 名 出版社 発行年
（ 1 ） マドレーヌ・シャプサル『嫉妬』 サンリオ 1978年
（ 2 ） ミシェル・ジュリ『不安定な時間』 サンリオ 1980年
（ 3 ） ラシルド『ヴィーナス氏』（高橋たか子と共訳） 人文書院 1980年
（ 4 ） シオドア・スタージョン『コスミック・レイプ』 サンリオ 1980年
（ 5 ） ロベール・アリエル『フロイト　精神分析の冒険』（岸田
秀と共訳） 
リブロポート 1981年
（ 6 ） エリザベート・バダンテール『プラス・ラブ（母性とい
う神話） 
サンリオ 1981年
（ 7 ） ルネ・ジラール『ドストエフスキー　二重性から単一性へ』法政大学出版局 1983年








（11） C・W・ニコル『小さな反逆者』 福音館書店 1985年
（12） コリン・ウィルソン『性と文化の革命家』 筑摩書房 1986年
（13） H・キュング『フロイトと神』 教文館 1987年
（14） ジョナサン・コット『子どもの本の 8 人』 晶文社 1988年
（15） ジャン・ガッテニョ『ルイス・キャロル』 法政大学出版局 1988年







（19） ジャック・・ザイプス『グリム兄弟』 筑摩書房 1991年
（20） ジョーン・スミス『男はみんな女が嫌い』 筑摩書房 1991年
（21） エーリヒ・フロム『愛するということ』 紀伊國屋書店 1991年
（22） C・W・ニコル『陸軍少佐夫人』 集英社 1993年
（23） ロロ・メイ『自分さがしの神話』 読売新聞社 1994年
（24） マリア・タタール『魔の眼に魅されて』 国書刊行会 1994年
5書 名 出版社 発行年
（25） アンソニー・ストー『フロイト』 講談社 1994年
（26） アンソニー・スティーヴンス『ユング』 講談社 1995年
（27） ジョージ・ジョンソン『記憶のメカニズム』 河出書房新社 1995年
（28） スラヴォイ・ジジェク『斜めから見る』 青土社 1995年
（29） キュブラー・ロス『死ぬ瞬間と臨死体験』 読売新聞社 1997年
（30） ピーター・ゲイ『フロイト』 みすず書房 1997年
（31） キュブラー・ロス『死ぬ瞬間』 読売新聞社 1998年
（32） ワスラフ・ニジンスキー『ニジンスキーの手記　完全版』 新書館 1998年
（33） サラ・コフマン『女の謎』 せりか書房 2000年
（34） スラヴォイ・ジジェク『イデオロギーの崇高な対象』 河出書房新社 2000年
（35） スティーヴン・フィッシャー『ことばの歴史』 研究社 2001年
（36） スラヴォイ・ジジェク『汝の症候を楽しめ』 筑摩書房 2001年
（37） パウンテン、ロビンズ『クール・ルールズ』 研究社 2003年
（38） スティーヴン・フィッシャー『文字の歴史』 研究社 2005年
（39） ジョナサン・コット『奪われた記憶』 求龍堂 2007年








（44） ロバート・スミス『ソクラテスと朝食を』 講談社 2012年




（47） スラヴォイ・ジジェク『事件！』 河出書房新社 2015年
（48） チャールズ・デュヒッグ『あなたの生産性をあげる 8 つ
のアイデア』
講談社 2017年







木晶先生は 1952 年、東京品川区生まれ。東京教育大学附属駒場中高を経て、1971 年に
東京大学文科三類に入学、途中 2 度留年して 1977 年に東京大学文学部ロシア文学科を卒










































































































































Gymnastics という言葉はありません。Rhythmic Gymnastics 、つまりリズム体操と国
際的には呼ばれています。日本だけ新体操と呼んでいる。ちなみに器械体操と呼んでい






































































書かれていたのだそうです。「The sport that took 40 years to travel from Hollywood to 

















































































































































































































































で連載しろ」と。毎月書いていくと 1 年でちょうど 1 冊になるのです。ところが第一回
目の締切は『グリム童話』と同じく 1 ヵ月後です。でもとにかく連載を始めました。そ














































































































でも、妻を亡くした男の寿命は大体 5 年ともいわれますので、私もあと 5 年かなと思っ
ています。最終講義で縁起でもないですね。
先ほど申し上げたように、法政大学には本当に長いことお世話になりました。現在の
総長の田中優子さんは私と同い年で、昔から知り合いですけれども、学校の総長として
大変いい仕事をされています。最終講義にこんなことを言うのも変ですが、法政大学の
ますますの繁栄を祈願して私の講義を終わりたいと思います。どうもありがとうござい
ました（拍手）。
○司会者　鈴木晶先生、どうもありがとうございました。
この後、懇親会が 4 時からございます。その前にまだ時間があります。ちょうど九段
の上海庭というところで、今、案内を出していただきます。
○鈴木　受付のところに紙があったと思うのです。試験用紙と書いてある（笑声）。これか
ら試験をやります。というのはうそで、一言、去りゆく者にメッセージがいただけたら
大変光栄です。
22
○司会者　ゼミ生から花束の贈呈があります。
○真家瑠美子（ゼミ一期生）　ゼミ生からのお花とさせていただきます。私で済みません。
お疲れさまでした。ありがとうございました。
（花束贈呈）
○鈴木　彼女は真家瑠美子といって、劇団四季で主役を張っていた子です。
○司会者　それでは、これをもちまして鈴木晶先生の最終講義を終了させていただきます。
もう一回、盛大な拍手をお願いします。
（満場拍手）
―了
